
問題・解答 2023年度大東文化大学大学院【秋季】入学試験       

 法学研究科 法律学専攻（博士課程前期課程） 

 

 

科  目  名 受験番号： 採 点 欄 

日本語 
 

氏  名： 

 

 

 

香川県議会は、2020 年 4 月に全国で初めて施行された香川県ネット・ゲーム依存症対策条例を制定しました。これは、18 歳未満の子どもの

ゲームの利用は平日 60 分、休日 90 分まで、スマートフォン等の使用は午後 9 時または 10 時までを目安として家庭でルールを作り、保護者に

守らせる努力義務を課すもので、罰則はありません。 

この条例をめぐって県内に住む高校生とその母親が当該条例は科学的根拠が不明確であり、憲法が保障する幸福追求権や自己決定権を侵害し、

精神的苦痛を受けたなどとして損害賠償を求め高松地方裁判所に訴訟を提起しました。2022 年 8 月 30 日、高松地方裁判所の天野智子裁判長

は、「ゲームやスマートフォンの利用を自由に決めることができる権利は、現時点では、趣味や嗜好の問題にとどまるもので、基本的人権として

直接、保障の対象とされるものではない」などと述べ、条例は憲法に違反しないとしました。香川県で制定された当該条例について、あなたは

どのように考えますか。600 字程度で答えなさい。 
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社会法演習(経済法) 
 

氏  名： 

 

 

 

【設問】 X は全国に店舗を展開し、売上高で 2 位の地位を占める有力な総合スーパーを経営している。X は、コロナ禍で飲食店の閉店時間が

早まり、仕事を終えてからレストラン等で夕食を食べることが難しくなった消費者が、スーパーで弁当や総菜を買って家で食事をする「中食」

と呼ばれるライフスタイルが拡大していることに目を付け、有名な飲食店がレシピを監修した冷凍総菜シリーズ(「有名店の○○」シリーズ)を

自社のプライベートブランド商品として売り出すことを企図した。X は、冷凍食品メーカーとしては中規模でシェアや知名度についても業界の

中位に位置する N に対して、X のプライベートブランド商品の OEM 供給を打診した。その際、X は、「有名店の〇〇」シリーズがヒットすれ

ば製造元である N の売上げも増加し、N 自身のブランドで販売する冷凍食品に対する市場での評価も高まることが期待できるなどと言って、N

が X に納入する OEM 商品(「有名店の〇〇」シリーズの冷凍総菜)の価格を、通常の冷凍総菜よりも 15％低く設定させたため、N は原価割れこ

そ免れたものの、ほとんど利潤を見込めない状態に陥っていた。 

 X は「有名店の〇〇」シリーズの冷凍総菜を消費者に浸透させることを企図して、発売開始から 6 か月間、「新商品お試しキャンペーン」と称

して、N からの仕入れ価格を下回る価格で「有名店の〇〇」シリーズの冷凍総菜を販売した。X の冷凍総菜は有名店の味を低価格で楽しめると

いうことで消費者の間で評判となり、当初のターゲットであった働く単身者や共働き世帯だけではなく、主婦や高齢者にも人気となって販売数

量が増加した。また、X の店舗で冷凍総菜を買うついでに、生鮮食料品や日用生活雑貨などを購入する人が増えたために、X の店舗全体の売上

げは増加した。 

 一方、X が出店している周辺の商店街では、チェーン展開をしていない地元密着型の持ち帰り弁当店や、コロッケなどを販売している精肉店

の総菜部門、焼き鳥屋等、出来合いの商品を持ち帰り(テイクアウト)で利用する店舗の売上げが激減し、閉店に追い込まれるものも数多く出て

きた。 

 X の行為にはどのような独禁法上の問題があると考えられるか。 
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M 氏は両親とも医師である裕福な家庭に生まれ、優れた教育環境の中、一流大学に進みました。そこで彼は共に起業する友人たちと出会いま

した。M 氏と友人たちは、わずか数年で、富裕層の仲間入りをはたしました。M 氏と友達の富の大部分は社会の中で不平等に分布している幸運

から生まれたに過ぎません。だから、政府は彼らのような富裕層に今よりももっと重税を課して、より不運な人に再分配すべきです。 

 

上の見解につき、賛成か反対かを述べてください。その際、自分の考えに対する、あり得る批判を書き、それに反論するかたちで、自分の考

えを論じてください。（600 字程度） 
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   設 問：現在の日本民法に規定されている契約自由の具体的類型についてその内容・意義を説明したうえで、契約自由の原則の例外 

・制限の例をそれぞれの類型ごとに具体例を挙げつつ述べなさい。 
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氏  名： 

 

 

 

【設問】以下の問いに答えなさい。 

 加工食品 P を製造・販売する企業が 21 社あり、X を除く 20 社が P 協会を組織している。ある時製品 P に用いられる食品添加物について、

外国の医学研究論文の中で、動物実験の結果、大量に摂取すると健康上の問題が生じる可能性があると指摘された。日本国内での調査の結果、

人間が通常の食生活で摂取する程度の量では問題が生じないことが判明したが、信用や評判維持のため、P 協会では法令で定められた安全基準

に加えて、協会独自のさらに厳しい自主基準を設定し、協会に加盟している 20 社に遵守させた。しかし、X 社は法令で定められた基準には適合

するものの P 協会の自主基準には適合しない製品 P の製造・販売を続けた。P 協会は、製品 P を取り扱う全ての販売店に対して、X 社から製品

P を購入しないように要請し、X 社の製造する製品 P を購入して顧客に販売した事業者に対しては、P 協会に加盟する 20 社すべてが、製品 P

の販売を含む一切の取引を中止すると通告した。販売店らは X 社からの製品 P の購入を中止した。 

 P 協会の行為にはどのような独占禁止法上の問題があると考えられるか、述べなさい。 
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